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 以上を整理したものを表 2-1に示す。 
表 2-1 情報共有機能のまとめ 
機能 共有される情報の量 アクセス法 相 
Web 多い Pull 伝達 
掲示板 多い Pull 議論 
メール 少ない Push 伝達及び議論 














 なお、米国では音声メール（Voice Mail）という機能が CTI※により利用されてきた。2008



















































 以上を整理して表 2-2に示す。 
表 2-2 新潟国際情報大学の情報共有の状況 
番号 種類 目的・用途 備考 
１ 紙類 学則、通知、依頼、周知文書 多数の文書 
２ メール 連絡、情報共有、情報取得 主たる共有ツール 
３ ポータル 学生、教職員への情報提供 学生向けの側面が強い
４ ファイル共有システム 各種のドキュメント共有 普及途中 
５ CAI支援機能 学生の課題管理、出席管理 ポータルに置換予定 







































 新潟国際情報大学は表 4-1のような人々によって支えられている。 
表 4-1 大学の構成員 
大分類 小分類 大分類 小分類 
学生 職員 常勤の職員 
学生の保護者 非常勤の職員 
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